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メ. 4 區ダ 



させた の は、 他日 この 子 を 揺金樹 にしようと 云う 願が 

あ つたから である。 

ぎ 

大中 十一 年の 春であった。 魚 家の 妓 数人が 度々 ある 

きてい れいことう 

旗亭から 呼ばれた。 客 は 宰相 令 狐 絢の 家の 公子で 

令 狐※ 〔# 「さんず ぃ+ 高」、 195-7U と 云う 人で ある。 貴 

ひせい 

公子 仲間の 斐 誠が いつも 一し よに 来る。 それに 今一 人 

おんせい しょうき 

の 相伴が あ つて： J の 人 は 温 姓で、 令 狐 ゃ斐に 鍾馗々 々 

と 呼ばれて いる。 公子 二人 は 美服して いるのに、 温 は 

あか きぬ とかく い し 

独り 汚れ 垢つ いた 衣 を 着て いて、 兎角 公子 等に 頤使せ 

どう ぼく しか 

られ るので、 妓等は 初め 僮 僕で はない かと 思った。 然 

たけな わ 

るに 酒 酣 に 耳 熱して 来る と、 温 鍾馗は 二 公子 を 白眼 



尋常の 女で ない こと を 知った。 何故と 云う に、 この 花 

ちと さ よ ラ しゅ ラ 

の 如き 十五 歳の 少女に は、 些の 嬌 羞 の 色 もな く、 そ 

の 口吻 は 男子 に似てい たからで ある。 

温 は 云った。 「&の 詩 を 善くす る こと を 聞いた。 近 

業が あるなら 見せて 下さい」 と 云った。 

じ いま 

玄機は 答えた。 「児 は 不幸に して 未だ 良師 を 得 ませ 

ん。 どうして 近業の 言う に 足る ものが ありましょう。 

はくらく ほんてい 

今 伯楽の 一 顧 を 得て、 奔跽 して 千里 を 致す の 思が あり 

ます。 願わくは 題 を 課して お試み 下さい」 と 云った の 

である。 

りょうき 

温 は 微笑 を 禁じ 得なかった。 この 少女が 良驥を 以て 



李 は 温の 所 を 辞して、 径 ちに 魚 家に & つて、 玄機を 

胁れて 側室に しょうと 云った。 玄 機の 両親 は幣の 厚い 

のに 動され た。 

玄機は 出て 李と 相 見た。 今年 はもう 十八 歳に なって 

いる。 その 容貌の 美し さは、 温の 初て 逢った 時の 比で 

はくせき びじょうふ 

はない。 李 もまた 白皙の 美丈夫で ある。 李 は 切に 請い、 

玄機は 必ずしも 拒まぬ ので、 約束 は 即時に 成就して、 

数日の 後に、 李 は 玄機を 城外の 林亭に 迎え入れた。 

この 時 李 は 遽 に 発した 願が 遽に愜 つたよう に 思つ 

しょうが い 

た。 しかし そこに 意外の 障礙が 生じた。 それ は 李が 

ちかづ 

身 を 以て、 近こうと すれば、 玄機は 回避して、 強いて 



ひ を さけて らしう もてさ へぎる はるを うれ ひて きしゃう する にものう し 

羞 日遮羅 袖。 愁春懶 起粧。 

もとめ やすき は あた ひなき たから えがたき はこ.' ろ あるら う 

易 求 無価 宝。 難 得 有心 郎。 

ちんじ やう ひそかに なみだ をな がし くわかん ひそかに はらわた をた つ 

枕 上潜垂 涙。 花 間 暗 断腸。 

みづ からよ くそう ぎょく をう か > ふ なん ぞ かならずしも わう しゃう をう らまん 

自 能窺宋 玉。 何必恨 王昌。 

采蘋は 体が 小くて 軽率であった。 それに 年が 十六で、 

もう 十九に なって いる 玄 機より は少 いので、 始終 

ちんちょう せ いぎよ 

沈 重な 玄 機に 制馭せられ ていた。 そして 二人で 争う 

と、 いつも 采蘋が 負けて 泣いた。 そう 云う 事 は 日毎に 

ただち わぼく 

あった。 しかし 二人 は 直に また 和睦す る。 女 道士 仲 

間で は、 こう 云う 風に 親しくす るの を 対 食と 名 づけて、 

かたわら やゆ せんと まじ 

傍 から 揶揄す る。 それに は 羨と 妬と も 交って いるの 



たび 欵待 せられた もの は、 友 を，. 誘って 再び 来る。 玄 

力く ヽ.' くばく 

機が 客 を 好む と 云う 風聞 は、 幾 もな くして 長 安 人士 

の 間に 伝わった。 もう 酒 を 載せて 尋ねても、 逐 われる 

おそれ 

虞 はなくな つたので ある。 

これに 反して 徒 に 美人の 名に 誘われて、 目に 丁字 

やから ごう 

なしと 云う 輩が 来る と、 玄機は 毫も 仮借せ ずに、 これ 

じゅつ かく 

に 侮辱 を 加えて 逐ぃ 出して しまう。 熟 客と 共に 来た 

きかいし てい さいわい まんば 

無学の 貴 介 子弟な ど は、 幸 にして 謾罵を 免れる こと 

が 出来ても、 坐 客が あるいは 句 を聯ね あるいは 曲 を 度 

みず か み ひそか 

する 間にあって、 自ら 視て 欠然 たる 処 から、 独リ窃 

に 席 を 逃れて 帰る ので ある。 



ぎゃくろう おうおう 

客と 共に 謔浪 した 玄機 は、 客の 散 じた 後に、 怏々 と 

して 楽まない。 夜が 更けても 眠らずに、 目に 涙 を湛ぇ 

ている。 そう 云う 夜 旅 中の 温に 寄せる 詩 を 作った こと 

が ある。 

ひけいに よす 

寄 飛 卿 

か ぃぜ いらん きょうな き 

※砌 乱蛩鳴 〔# 「土 へん + 皆」、 205- 三。 

て いかえん ろき よし 

庭 柯烟露 清。 



などして いた。 やや 久し ゆうして 後、 玄機は 紙 を展べ 

ちんぽう 

て 詩 を 書いた。 それ は 楽人 陳 某に 寄せる 詩であった。 

陳某は 十日ば かり 前に、 二三 人の 貴公子 と共にた だ 一 

めんぼう 

度玄 機の 所に 来たので ある。 体格が 雄偉で、 面貌の 柔 

和な 少年で、 多く 語らずに、 始終 微笑 を 帯びて 玄 機の 

挙止 を 凝視して いた。 年は玄 機より 少 いので ある。 

かんく わい ひとに よす 

感 懐 寄 人 

うらみ をし ゆげん のうへ によせ じ やう を ふくめ どもい まかせず 

恨 寄朱絃 上。 含 情意 不任。 

はやく もしる うんう のく わいする を 

早 知 雲 雨 会。 

いまだお こさず けいらん のこ 、 ろ しゃく- (\ たる も 、とす も、 

未 起蕙蘭 心。 灼々 桃 兼 李。 

こくしの たづぬ る を さまた ぐるな し 

無妨 国士 尋。 



さう- (^たるま つと かつら なほ うらやむ よの ひと の あ ふぐ を 

蒼々 松 与 桂。 仍羨 世人 欽。 

げっしょくて いかいに きょく 

月色 庭 階浄。 

かせ いちく ゐんに ふかし もんぜん こうえ ふの ち はら はずち いん を まつ 

歌声 竹院深 。 門前 紅葉 地。 不掃待 知 音。 

陳は 翌日 詩 を 得て、 直に 咸宜 観に 来た。 玄機は 人 

しりぞ 

を屛 けて 引見し、 僮 僕に 客 を 謝する こと を 命じた。 

玄 機の 書斎から はた だ 微かに 低語の 声が 聞え るの みで 

あった。 初夜 を 過ぎて 陳は 辞し 去った。 これから は陳 

は 姓名 を 通せずに 玄 機の 書斎に 入る ことにな り、 玄機 

は陳を 迎える 度に 客 を 謝する ことにな つ た。 



と しさ U しりぞ 

陳の玄 機を訪 うこと が頻 なので、 客 は 多く 卻 けら 

ちと 

れ るよう になった。 書 を 索め る もの は、 ただ 金 を 贈つ 

て 書 を 得る だけで、 満足し なくて はならぬ ことにな つ 

たので ある。 

いとま や ろうひ 

一 月ば かリ 後に、 玄 機は潼 僕に 暇 を 遣つ て、 老婢 一 

人 を 使う ことにした。 この 醜悪な、 いつも 不機嫌な 

媼は ほとんど人に 物 を 言う こと もない ので、 観 内の 

状況 は 世間に 知られる ことが 少く、 玄 機と 陳とは 余り 

はんか つ 

人に 煩聒 せられず にいる ことが 出来た。 



七 年 程の 月日が 無事に 立った。 その 時 夢にも 想わぬ 

災害が 玄 機の 身の上に 起って 来た。 

咸通八 年の 暮に、 陳が 旅行 をした。 玄機は 跡に 残つ 

て 寂しく 時 を 送った。 その 頃 温に 寄せた 詩の 中に、 

まんて い のこの はしう ふうお こり くわう しゃの まど をと ほしつき の しづむ を をし む 

「満 庭木 葉愁風 起、 透幌紗 窓惜月 沈」 と 云う、 

せいさん 

例に 無い 悽惨な 句が ある。 

九 年の 初春に、 まだ 陳が 帰らぬ うちに、 老婢が 死ん 

しんせき たの かね 

だ。 親戚の 恃 むべき もの もない 媼は、 兼て 棺材 まで 準 

備 していた ので、 玄機は 送葬の 事 を 計らって 遣った。 

りょくぎ よ-つ 

その 跡へ 緑 翹と 云う 十八 歳の 婢が 来た。 顔 は 美しく 



さ いぎ ふん こん 

た。 猜疑 は 次第に 深くな り、 忿恨は 次第に 盛んになつ 

た。 門に 迎えた 緑翹の 顔に、 常に 無い 侮蔑の 色が 見え 

す 力 

たように も 思われて 来る。 温 言 を 以て 緑 翹を賺 す陳の 

声が 歴々 として 耳に 響く ように も 思われて 来る。 

ともしび 

そこへ 緑翹が 燈 に 火 を 点じて 持って来た。 何気な 

く 見える 女の 顔 を、 玄機は 甚だしく 陰険な ように 看取 

じょう ふる 

した。 玄機は 突然 起って 扉に 鎖 を 下した。 そして 震 

う 声で 詰問し はじめた。 女 はた だ 「存じません、 存じ 

ません」 と 云った。 玄 機に は それが 甚 しく 狡 ^ なよう 

ひざまず 

に 感ぜられた。 玄機は 床の 上に 跪 いている 女 を 押し 

倒した。 女 は 攝れて 目を睜 つてい る。 「なぜ 白状し な 



等 かの 関係が あるよう に 思った。 そして 同 班の 卒 数人 

すき 

と共に、 鍤を 持って 咸宜 観に 突入して、 穴の 底 を 掘つ 

た。 緑 翹の屍 は 一尺に 足らぬ 土の 下に 埋まって いたの 

である。 

けいちょう いん おんしょう もと 

京 兆 の 尹温璋 は衙 卒の訴 に本づ いて 魚 玄機を 逮捕 

させた。 玄機は 毫も 弁疏す る ことなくして 罪に 服した。 

きく もん 

楽人 陳某は 鞠 問 を 受けた が、 情 を 知らざる ものと して 

ゆる 

釈 された。 

はじめ 

李 億を始 として、 かって 玄 機を識 つていた 朝野の 

人士 は、 皆 その 才を 借んで 救おうと した。 ただ 温岐ー 

人 は 方 城の 吏に なって、 遠く 京， k を 離れて いたので、 



往 つていた。 楊 州 は大中 十三 年に 宰相 を罷 めた 令 狐 絢 

が剌史 になって いる 地で ある。 温 は 絢が 自己 を 知って 

いながら 用いなかった の を 怨んで 名刺 を も 出さずに い 

ギ J いん ぐこう おもて きず 

るう ちに、 ある 夜 妓院に 酔って 虞 候に 撃 たれ、 面に 創 

を 負い 前歯 を 折られた ので、 怒って これ を 訴えた。 絢 

が 温と 虞 候と を 対決させる と、 虞 候 は 盛んに 温の 汙行 

を 陳述して、 自己 は 無罪と 判決 せられた。 事 は 京師に 

ぶん そ 

聞え た。 温 は 自ら 長 安に 入って、 要路に 上書して 分疏 

ようしゅう 

した。 この 時徐 商と 楊収 とが 宰相に 列して いて、 徐 

は 温 を 庇護した が 楊が 聴かずに、 温 を 方 城に 遣って 吏 

務に 服せ しめたの である。 その 制 „辞 は 



参照 



其 一 魚玄機 

三 水小牘 南部 新書 

ほくむ さげん 

太平 広 記 北 夢瑣言 

続談助 唐 才子 伝 

唐詩 紀事 全 唐詩 (姓名 下 小伝) 

全 唐詩 話 唐 女郎 魚 玄機詩 

其 二 温 飛 卿 

ぎよ い ん そうわ 

旧 唐 書 漁 隠 叢 話 

新 唐 書 北 夢瑣言 



全 唐詩 話 

唐詩 紀事 

ムヽ 一 寺 \KI 

1/ I 1_H1tM1 ォロ 

そうろう 

き 良 寺 \Hl 

き、^ ii 一一 1 口 1 一 11 口 

げんしゅう 

彦周詩 話 

三 山 老人 語録 

せ つ ろうさ い 

雪浪 斎日 記 



桐 薪 

玉 泉 子 

南部 新書 

あくらん しゅう 

握 蘭 集 

きんせん しゅう 

余. ！；全 集 

漢南真 稿 

温 飛 卿 詩集 

(大正 四 年 四月) 



底本： 「森鷗 外 全集 5」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1995 (平成 7) 年 ^月な 日 第 ー 刷 発行 

入力 ： 清 角克由 

校正 ： ちはる 

2001 年 3 月 6 日 公開 

2 006 年 4 月^日 摩 正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



